
「温暖化が水稲生産に与える影響等」に関する地域農業関係者との意見交換の概要

感じる 感じる
（一部：感じない）

感じる 感じる 感じる 感じる 感じる 感じる

温暖化との因果関係
は不明だが、気象変
動の大きさに近年の暖
冬傾向や秋に霜が降
りないなど、年間を通
しての季節感として感
じる。

夏場は夜温の上昇
が体感される。気象被
害（潮風害、台風、暖
冬、高温障害など）が
最近多い。

感じない：
　北部太平洋側
夏は周期的にヤマセ
の影響で冷害が発生
する。

降雪量が減少し、暖
冬を感じる。
梅雨明け以降の夏
場は、真夏日が当たり
前で猛暑日も非常に
増加。９月になっても、
猛暑日が続くなど、変
化を感じる。

暖冬であまり雪が降
らなくなっている。６、７
月の高温から出穂期
が前進化している。８
月は猛暑日が増加し、
９月は残暑が厳しく真
夏日が増加している。
各地で集中豪雨が起
きている。

残暑が続き、夏場は
昼夜の気温差がなく
なってきている。台風
の襲来が早く、上陸し
ても勢力が弱まらな
い。

冬場の気温上昇、夏
場の異常高温（熱帯
夜の増加、真夏日・猛
暑日の増加、９月の残
暑）、豪雨・渇水など降
雨量の変化がある。

出穂期以降の夜温
が高い。台風の襲来
時期が早まっている。
少雨が続いた後、集
中豪雨に見舞われる
等、雨の降り方が不規
則になった。

夏場が猛暑で、特に
夜温が高くなってい
る。
害虫（カメムシ等）の
生息域の北限が北に
移動している。気象変
動が大きい。（台風の
巨大化、襲来時期が
早い、集中豪雨の多
発等）

いない いる　（＋）（－）
（一部：いない）

いる　（－） いる　（＋）（－） いる　（－） いる　（－） いる　（＋）（－） いる　（－）

品種改良・栽培技術
の改良が進んだこと、
水稲生育期間中に気
温が上がっている状態
でないことから、北海
道においては水稲生
産に温暖化の影響は
現れてない。

分げつ期の気温の
上昇は、収量増にプラ
スに働く。
温暖化による影響か
は分からないが、年次
によって白未熟粒や
胴割れ粒が発生して
いる。また、カメムシ発
生がも増加傾向にあ
る。

いない：
　北部太平洋側
冷害の年が周期的
に現れている。

収量への影響は今
のところ大きくないが、
出穂後の異常高温に
より白未熟粒、胴割れ
粒の発生が増えるなど
品質への影響が大き
い。
出穂期や成熟期の
早期化など生育期間
が短縮。
登熟期に高温に遭う
タイミング等により、千
粒重の低下や不稔の
発生等が懸念される。

出穂期が早まる傾向
で、登熟期に高温に
遭遇することが多くな
り、乳白粒、白未熟粒
等の品質低下の原因
となっている。
高標高地でもコシヒ
カリの作付けが可能と
なり、夜温が比較的低
いため登熟は良好で
多収の傾向にある。

登熟期の高温により
白未熟粒が混入し、１
等米比率が低下して
いる。
カメムシの被害が拡
大し、従来は影響のな
かった中生種まで被
害が拡大している。

早生種（コシヒカリ・キ
ヌヒカリ）では登熟期の
高温障害を受けやす
く、収量の減少と品質
低下がみられる。
遅植え指導をしてい
るが、高温期が長いた
め乳白粒、胴割れ粒
が発生している。

遅植えをしても、出
穂期や成熟期が早ま
る傾向があり、生育期
間が短くなっている。
高標高地でもコシヒ
カリが作付け出来るよ
うになった。
平年収量の地帯別
の差が小さくなってき
ている。
冷害の発生が近年
全くなくなり、一方で台
風被害の心配が大きく
なった。

ヒノヒカリの栽培適地
は平野部中心だった
が、最近は山間部の
方が被害等少なく良
質。高温不稔の発生
が懸念される。
主要品種の「ヒノヒカ
リ」で５年連続不作と
なっているが、特に台
風の影響による作柄
低下が大きい。
温暖化は乳白粒等
の品質低下の要因の
一つとなっている。

3
これまでの品種
構成や栽培技術
の動向

「きらら３９７」より多収
の「ななつぼし」の作
付けが増加。施肥量
の減少、色彩選別技
術の向上で、１等米比
率が上昇。品種の変
化により耐冷化が進ん
でいる。
成苗割合が６割以上
に達して、６～７月の
生育が促進されてい
る。

ひとめぼれ、あきたこ
まち等、各県ごとにコ
シヒカリ系統の主力品
種が安定的に作付け
されている。収量より
高品質・低コスト（減肥
料・減農薬）や良食味
を求めるものにシフトし
ている。一部では冷害
回避のため遅植え栽
培が奨励されている。
中山間地でのコシヒ
カリの品質は平坦地と
比べても安定してい
る。

各県ともコシヒカリが
主力品種として安定的
に作付けされている。
直まき栽培の拡大や
環境米、特別栽培米
の取り組み強化。良食
味指向から減肥指導
により多収栽培を回避
している。

コシヒカリの安定栽
培法や低コスト栽培技
術（特に全量基肥栽
培）の普及・定着によ
り、収量が高位安定化
している。良食味指向
により後期追肥の抑
制、生産者の高齢化
等による適期防除の
遅れ、地力低下等が
減収要因となってい
る。コシヒカリ偏重によ
る気象災害リスクが拡
大した。

ハツシモ（岐阜県）、
あいちのかおり（愛知
県）など、地域固有品
種の作付けも比較的
多いが、早期栽培、早
期出荷ができるコシヒ
カリへ作付けがシフト
している。
特別栽培米への取
組、減肥料・減農薬へ
の対応が行われてい
る。

直まき栽培の拡大や
環境米、特別栽培米
の取り組みを強化して
いる。良食味指向から
減肥料・減農薬を指導
している。

良食味指向によるコ
シヒカリ系統の品種の
普及、作業効率の良
い一発基肥の普及及
び減肥栽培傾向と
なっている。
高温障害回避のた
めの疎植栽培を行っ
ている。

九州の主力品種で
ある「ヒノヒカリ」で、高
夜温により品質が低下
している。
また、高温対策で遅
植え指導を行ってい
る。
長崎県では、ヒノヒカ
リより多収で高温耐性
品種「にこまる」を奨励
品種として導入してい
る。

1
最近の気象変化
に、温暖化の影
響を感じているか

2

最近の作柄変動
など、地域の水稲
生産に温暖化の
影響が現れてい
るか。
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「温暖化が水稲生産に与える影響等」に関する地域農業関係者との意見交換の概要 (つづき）

増加 変化なし
（一部：減少）

変化なし 変化なし
（一部：増加）

変化なし
（一部：減少）

変化なし～減少 変化なし～減少
（一部：増加）

変化なし～減少
（一部：増加）

　多収量品種（ななつ
ぼし等）の作付けが増
加することから、増加
傾向と思われる。

　現在の品種構成や
栽培方法に当面大き
な変化はない。
　遅植え栽培、水管理
等の栽培指導が浸透
すれば、収量は高位
で安定すると思われ
る。

　なお、環境負荷に配
慮した減肥・減農薬栽
培等の作付面積が増
加傾向にある。

　経営規模拡大等の
影響により、管理不足
や倒伏回避のための
施肥の手控え等により
収量水準の低下が考
えられる。
　しかし一方、富山県
の「てんたかく」など高
温に強い品種の作付
けの指導により、バラ
ンスの良い品種構成
への誘導や高温対策
などの技術対策等もあ
るため、当面は大幅な
変動はないと思われ
る。
　なお、商品価値を高
めるため粗い網目や
色彩選別機の使用が
増え、商品となる収量
は減少する傾向では
ないか。

　品種構成や栽培技
術の大きな変化はな
いと考えられるため、
収量に大きな変化は
ない。
　ただし、乳白等の未
熟粒が発生する年次
は増えており、また、
良食味指向、減農薬
減肥料栽培、有機栽
培や直まき栽培の増
加で収量水準は上が
る状況にないと思われ
る。

　なお、一部の県で
は、良食味・多収品種
の作付けが増加する
見込みである。

　当面は、水稲栽培期
間中の気温の上昇の
影響で収量が低下す
ることはないと思われ
る。
　また、収量を向上さ
せる技術導入はすで
に導入されており、今
後収量を大きく向上さ
せる技術は想定されて
いない。
　このため、品種構成
が現状のままであれ
ば、大きく平年収量が
変化することはないと
思われる。

　なお、現状よりもやや
収量水準の低いコシヒ
カリの作付けが依然増
加している県があるこ
とから、こうした県では
平年収量はやや低下
傾向ではないか。

　品種構成は当面は
大きく変わらない見込
みから、品種構成によ
る収量低下はないと思
われる。
　温暖化による影響よ
りも、集落営農の推進
や経営規模拡大によ
る耕作者の肥培管理
の低下が深刻な問題
で、収量の増加は見
込めない。
　また、高齢化による
肥培管理不良のほ場
が増加している。

　温暖化により登熟期
間が短くなることや農
家の高齢化、栽培意
欲の低下等から収量も
低下している。
　高温障害による粒の
充実不足が起きてお
り、このまま温暖化が
進めばさらに悪影響を
受けると思われる。

　一方、一部の県で
は、高温対策としてコ
シヒカリを減らし、より
多収品種の作付けを
奨励しており、こうした
県では増加が見込ま
れる。

　主要品種の「ヒノヒカ
リ」は高温の影響を受
けやすく、最近は収量
水準も下がる傾向にあ
る。
　なお、今後も異常高
温や強い台風の襲来
が増加すると気象被
害が多発し、病害虫の
異常発生も招くので、
更に作柄が低下する
場合があると思われ
る。

　一方、一部の県で
は、高温に強く多収の
「にこまる」の作付けが
増加する見込みであ
る。

4 ２０年産以降、当
面（４～５年）の平
年収量の見通し
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